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（専任講師　国語）
　ある日和泉校舎の教員室で，見知らぬ背の高い人から突然声をかけられた。話
してみると，何と私がかつて武蔵中学で教鞭をとっていた時の生徒だった渡浩一
君であった。現在法学部の兼任講師をやっている由，その当時のことがいろいろ
思い出されてきたが，ともあれ中学時代と言えば，背が高いと言っても知れたも
の，第一，渡君は目立つほど高くなかったはずである。私がお見それしたのも無
理はなかったのである。
　高校卒業後，渡君は埼玉大学，都立大学大学院で歴史を専攻したが満足せず，
その後民間文芸史の権威である東洋大学の大島建彦教授に師事して，地蔵説話研
究というユニークな研究対象を見出し，以後わき目もふらずに一筋の研究を続け
てきたのであった。
　ところで丁度その頃，わが国語科では今泉準一先生が定年退職されることにな
り，後任人事に頭を悩ましていた所であった。渡君の業蹟，人柄については斯界
の先輩である法学部の林雅彦教授の推挽もあったので，これこそ正に「渡りに舟」
と，一年間兼任講師をやってもらってから専任に迎えることになったのである。
　国文学研究の世界も今や日進月歩，旧来の訓話注釈や文献学などに甘んじて居
られなくなってきている。いわば学際的な研究が必要な状況になってきているが，
その点で渡君の研究領域は，広く民俗学，歴史学，美術史学など関連諸分野を取
入れたもので，研究態度は実証的で地味ながらも，極めて斬新な方法によってい
ると言える。研究者としても大いに期待を抱かせる存在である。
　渡君は今や学会では「地蔵の渡」と呼ばれているそうであるが，名は体を表わ
すとかや，言い得て妙である。まことにお地蔵さんの如く，常ににこにこしてい
て八面玲王龍，大人の風格を備えている。お地蔵さんは衆生済度を志す菩薩である
ので，国語科でも，これから困った時には「地蔵の渡」に助けて貰えることも大
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いにあろうかと心頼みにしている次第である。
　所でこのお地蔵さんはいつ腕を上げたのであろうか。斗酒なお辞せず，而も毫
も乱るることなしの趣を備えていて，その点でも頼もしい存在である。さてその
渡君は今年三月，長年の独身生活に終止符を打って，文字通り才色兼備の令夫人
を迎えて，今や人生の春を満喫しているところである。心なしか，燈ともし頃に
なると時にそわそわし出す風情が見えるのもむべならんや，ということになろう
か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（坂上博一・記）
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